
ご
挨
拶

日
本
の
分
か
れ
道

（
P.8
に
つ
づ
く
）

　
暑
い
夏
の
後
は
残
暑
の
厳
し
い
所
、
涼
し
い
所

と
改
め
て
日
本
が
細
長
い
国
土
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
た
夏
で
し
た
。
そ
の
夏
の
終
わ
り
に
、
今
年

も
ま
た
大
き
な
水
害
に
襲
わ
れ
た
地
域
が
あ
り
ま

し
た
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
改
め
ま
し
て
平
素
か
ら
の
皆
様

方
の
ご
支
援
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
暮
れ
の
総
選
挙
で
多
少
民
主
党
の
衆
議
院

議
員
は
増
え
た
と
は
い
え
、
3
年
前
に
比
べ
れ

ば
、
衆
議
院
は
1
／
3
、
参
議
院
は
1
／
2
で

す
。
そ
れ
で
も
野
党
第
1
党
と
し
て
野
党
の
対
応

を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
野
党
の
中
に

は
旧
自
民
、
親
自
民
の
会
派
も
多
く
、
議
会
運
営

は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
最
終

盤
、
労
働
者
派
遣
法
改
正
案
の
あ
た
り
か
ら
徐
々

に
野
党
と
し
て
統
一
的
な
対
応
が
生
ま
れ
始
め
、

安
全
保
障
法
案
の
審
議
で
は
5
党
の
野
党
統
一
行

動
が
と
ら
れ
、
他
の
野
党
3
党
は
自
民
党
の
補
完

勢
力
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
通
常
国
会
は
、
18
歳
選
挙
権
、
参
議
院
選
挙

制
度
改
革
、
医
療
保
険
制
度
改
革
（
国
民
健
康
保

険
を
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
へ
）
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
、
刑
事
訴
訟
法
、
労
働
者
派
遣
法
、
安
全
保
障

法
制
と
極
め
て
大
き
な
、
ま
た
戦
後
日
本
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
る
か
、
が
問
わ
れ
る
重
大
な
法
案
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
す
べ
て
に
触

れ
る
の
は
追
々
に
し
て
、
9
月
16
日
か
ら
19
日
ま

で
の
4
日
間
の
攻
防
を
記
憶
に
と
ど
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
安
全
保
障
関
連
法
案
は
特
別
委
員
会
で
審
議
す

る
重
要
広
範
議
案
で
す
。
特
別
委
員
会
は
各
国
会

開
会
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
、
本
特
別
委

員
会
は
7
月
24
日
の
本
会
議
で
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
重
要
広
範
議
案
は
通
常
、
次
の
順
序
で
進
み

ま
す
。
総
理
入
り
本
会
議
趣
旨
説
明
・
質
疑
↓
総

理
テ
レ
ビ
入
り
総
括
質
疑
↓
地
方
公
聴
会
（
2
か

所
）
↓
中
央
公
聴
会
↓
総
理
テ
レ
ビ
入
り
締
め
括

り
総
括
質
疑
↓
委
員
会
討
論
・
採
決
↓
本
会
議
委

員
会
報
告
・
討
論
・
採
決
で
す
。

　
し
か
し
、
政
府
与
党
は
こ
の
慣
例
を
覆
す
行
動

に
出
ま
し
た
。
ま
ず
9
月
15
日
に
中
央
公
聴
会
を

決
め
、
そ
の
後
、
総
理
テ
レ
ビ
入
り
締
め
括
り
総

括
質
疑
・
討
論
・
採
決
と
い
う
噂
が
広
が
り
ま
し

た
。
総
理
は
衆
議
院
で
の
質
疑
・
説
明
は
不
十

分
、
国
民
の
理
解
は
深
ま
っ
て
い
な
い
と
認
め
て

い
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
公
聴
会
を

割
愛
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
我
々
は
地
方
公
聴

会
の
開
催
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
当
然
で
す
。

そ
し
て
委
員
長
は
16
日
横
浜
で
の
地
方
公
聴
会
の

開
催
を
決
め
ま
し
た
が
、
同
時
に
横
浜
か
ら
帰
っ

た
後
の
総
理
テ
レ
ビ
入
り
締
め
括
り
総
括
質
疑
も

決
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
15
日
の
中
央
公
聴
会
の

公
述
人
6
人
中
4
人
が
安
全
保
障
関
連
法
案
は
憲

法
違
反
で
あ
る
、
廃
案
や
慎
重
審
議
を
望
む
、
と

意
見
陳
述
し
た
矢
先
で
す
。
16
日
の
地
方
公
聴
会

は
委
員
派
遣
で
す
。
特
別
委
員
会
委
員
の
半
分
足

ら
ず
し
か
派
遣

さ
れ
ず
、
そ
の

人
し
か
公
述
を

聞
い
て
い
ま
せ

ん
。

　
我
々
は
16
日

の
委
員
会
に
先

立
つ
理
事
会
の

開
会
を
認
め
、

そ
こ
で
、
締
め

括
り
総
括
質
疑

で
は
な
く
、
中

央
・
地
方
の
公

聴
会
の
公
述
人

の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
集
中
質
疑
を
求
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
与
党
は
我
々
が
理
事
会

お
よ
び
委
員
会
の
開
会
を
邪
魔
し
よ
う
と
画
策
し

て
い
る
と
勘
違
い
し
た
よ
う
で
す
。
理
事
会
は
16

日
18
時
30
分
頃
に
開
会
さ
れ
、
我
々
の
理
事
は
中

央
・
地
方
の
公
聴
会
の
公
述
人
の
意
見
を
反
映
さ

せ
た
集
中
質
疑
の
委
員
会
開
催
を
主
張
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
与
党
の
締
め
括
り
総
括
質

疑
の
主
張
と
相
い
れ
ず
、
17
日
午
前
3
時
50
分
に

鴻
池
委
員
長
の
決
定
で
、
5
時
間
後
の
8
時
50
分

に
理
事
会
を
再
開
す
る
こ
と
で
休
憩
に
な
り
ま
し

た
。
委
員
長
も
さ
す
が
に
公
聴
会
当
日
の
強
行
採

決
は
は
ば
か
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
我
々
は
8
時
30
分
に
集
合
し
ま
し
た
が
（
私
は

1
時
間
の
仮
眠
）
、
こ
れ
か
ら
理
事
を
理
事
会
に

送
り
出
す
と
い
う
時
に
驚
く
べ
き
情
報
が
入
り
ま

し
た
。
理
事
会
の
開
会
部
屋
が
委
員
会
室
の
方
に

変
更
さ
れ
、
与
党
の
理
事
が
そ
こ
に
集
ま
っ
て
い

る
と
い
う
の
で
す
。
私
は
理
事
会
室
に
行
き
ま
し

た
が
、
そ
こ
に
は
本
日
の
議
案
書
が
き
ち
ん
と
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
だ
ま
し
討
ち
」
で
す
。
当

日
の
看
板
架
け
替
え
の
様
子
は
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ

ま
し
た
。
委
員
長
が
強
引
に
委
員
会
開
会
を
宣
言

し
た
こ
と
に
よ
り
、
我
々
は
委
員
長
不
信
任
案
の

動
議
を
委
員
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
動
議
は
優
先
的
に
議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
委
員
長
に
不
信
任
案
が
出
さ
れ
た
以
上
、
議

事
を
進
行
す
る
暫
定
的
な
委
員
長
を
決
め
る
理
事

会
を
開
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
鴻

池
委
員
長
は
そ
の
任
に
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

佐
藤
理
事
（
ヒ
ゲ
の
）
に
委
員
長
を
委
嘱
す
る
と

発
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
委

員
長
に
は
そ
の
権
限
が
す
で
に
な
い
の
で
す
。

　
結
局
、
理
事
会
が
開
会
さ
れ
て
17
日
夕
刻
、
佐

藤
委
員
長
代
理
の
下
で
委
員
会
が
再
開
さ
れ
、
不

信
任
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
速
記
が
中

止
さ
れ
（
記
録
の
停
止
、
委
員
会
の
中
断
を
意
味

す
る
）
、
鴻
池
委
員
長
が
着
席
し
ま
し

た
。
総
理
は
退
席
し
ま
し
た
。
我
が
党
の

福
山
理
事
が
今
後
の
議
事
を
決
め
る
た
め

鴻
池
委
員
長
の
下
、
理
事
会
の
開
催
を
求

め
よ
う
と
委
員
長
席
に
近
づ
い
た
と
こ

ろ
、
委
員
で
は
な
い
自
民
党
議
員
が
大
量

に
委
員
長
を
取
り
囲
み
ま
し
た
。
あ
と
は

何
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
さ
っ
ぱ
り

わ
か
り
ま
せ
ん
。

議
事
録
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
速
記
が
中
止
さ

れ
た
以
降
、
再
開
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
記

録
係
の
感
想
が
カ
ッ

コ
書
き
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。
（
発
言
す

る
も
の
多
数
、
議
場

騒
然
、
聴
取
不

能
）
、
こ
れ
が
正
式

記
録
で
す
。
委
員
会

が
再
開
さ
れ
た
事
実

や
採
決
が
行
わ
れ
た

事
実
は
ど
こ
に
も
存

在
し
ま
せ
ん
。
委
員

は
質
問
権
、
討
論

権
、
評
決
権
を
い
ず

れ
も
奪
わ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
地
方

公
聴
会
の
派
遣
報
告

も
な
さ
れ
ず
、
特
別

委
員
会
の
委
員
に
は
公
聴
会
の
内
容
す
ら

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
後
で
親
し

い
自
民
党
の
議
員
に
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
打
ち
合
わ
せ
で
は
委
員
長
が
委
員

会
再
開
を
宣
言
し
、
派
遣
報
告
を
聞
い
た

後
、
委
員
長
席
を
取
り
囲
む
予
定
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
自
民
党
理
事
の
早
す
ぎ
た

「
行
動
指
示
」
に
よ
っ
て
前
代
未
聞
の
結

果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
憲
政
史
上

に
残
る
汚
点
で
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
中
川
議
事
運
営
委
員
長

は
本
会
議
を
開
会
し
、
安
全
保
障
関
連
法

案
を
緊
急
上
程
し
て
採
決
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
山
崎
議
長
は
委
員
会
で
の
法

案
採
決
、
附
帯
決
議
の
採
決
の
報
告
を
受

け
、
是
認
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
中
川
議

運
委
員
長
に
対
し

て
解
任
決
議
案
、

中
谷
防
衛
大
臣
に

対
し
て
問
責
決
議

案
、
山
崎
議
長
に

対
す
る
不
信
任
決

議
案
、
安
倍
内
閣

総
理
大
臣
に
対
す

る
問
責
決
議
案
、

鴻
池
委
員
長
に
対

す
る
解
任
決
議

案
、
衆
議
院
に
お

い
て
安
倍
内
閣
不

信
任
決
議
案
の
提

出
を
決
め
ま
し

た
。
山
崎
議
長
に

対
す
る
不
信
任
決

議
案
の
趣
旨
説
明

は
私
が
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

中
谷
防
衛
大
臣
に

対
す
る
問
責
決
議

案
の
採
決
ま
で
に

18
日
未
明
と
な
り
、
山
崎
議
長
に
対
す
る

不
信
任
決
議
案
は
18
日
午
前
10
時
か
ら
と

な
り
ま
し
た
（
私
は
2
時
間
の
仮
眠
）
。

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
に
対
す
る
問
責
決
議

案
の
採
決
の
後
、
衆
議
院
で
安
倍
内
閣
不

信
任
決
議
案
の
採
決
、
再
び
参
議
院
で
鴻

池
委
員
長
に
対
す
る
解
任
決
議
案
を
行

い
、
19
日
0
時
10
分
か
ら
安
全
保
障
関
連

法
案
の
討
論
、
採
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
初
、
「
15
日
に
も
」
と
言
わ
れ
た
本

会
議
採
決
は
19
日
ま
で
4
日
間
伸
び
ま
し

た
。
こ
の
間
、
連
日
国
会
周
囲
で
声
を
上

げ
続
け
ら
れ
た
老
・
壮
・
青
・
学
生
・
高

校
生
の
皆
さ
ん
に
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
彼
ら
は
こ
れ
が
真
の
民
主
主
義
の
ス

タ
ー
ト
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
7
月

15
日
、
早
稲
田
大
学
鵬
志
会
主
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
18
歳
投
票
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
民
主
党
代
表
と
し
て
参
加
し
た
際
、
学

生
の
一
人
が
こ
う
質
問
し
ま
し
た
。

「
我
々
は
政
治
に
参
加
す
る
責
任
が
あ
る

し
、
興
味
も
あ
る
。
し
か
し
、
学
生
時
代

の
政
治
活
動
が
就
職
試
験
に
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
が
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」
。

　
私
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。
「
50
年
近
く

前
、
学
生
運
動
が
国
民
に
嫌
悪
さ
れ
、
そ

の
後
タ
ブ
ー
と
な
っ
た
原
因
は
そ
の
結
末

の
悲
惨
さ
に
あ
る
。
自
ら
を
客
観
視
す
る

視
点
に
欠
け
、
組
織
の
維
持
と
い
う
内
向

き
の
方
向
に
走
り
、
そ
れ
は
殺
人
さ
え
伴

っ
た
。
し
か
し
、
初
期
の
こ
ろ
の
活
動
は

国
民
の
理
解
も
得
ら
れ
、
そ
の
後
の
日
本

の
中
心
人
物
も
多
い
。
何
の
た
め
に
自
分

は
行
動
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
視
点
を

常
に
持
て
ば
結
論
を
間
違
え
る
こ
と
は
な

い
と
思
う
し
、
企
業
も
そ
の
よ
う
な
人
物

を
重
要
視
す
る
は
ず
だ
」
。

シ
ー
ル
ズ
（SE

A
LD
s

：Students 
Em
ergency 

Action 
for 

Liberal 
Dem

ocracy - s 

）
の
行
動
が
我
々
の
み

な
ら
ず
同
世
代
の
学
生
や
若
者
に
責
任
感

と
勇
気
を
与
え
た
と
私
は
信
じ
た
い
。
そ

の
思
い
を
く
み
取
れ
る
政
治
家
で
あ
り
続

け
た
い
。
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阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
指
定

80
周
年
記
念
式
典（
九
重
町
）

平
成
26
年
10
月
4
日

　
「
人
間
は
自
然
に
対
し
て
も
っ
と
謙
虚
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
挨
拶
。

第
9
回
大
野
川
合
戦
ま
つ
り

（
大
分
市
）

平
成
26
年
11
月
8
日

　
開
会
式
で
大
会
関
係
者
と
揃
い
の
法
被

（
は
っ
ぴ
）
を
着
用
し
、
餅
ま
き
。

自
動
車
問
題
政
策
研
究
会

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム（
中
津
市
）

平
成
26
年
11
月
16
日

　
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
『
T
P
P
（
車
体

課
税
と
車
社
会
）
』
と
題
し
て
「
T
P
P
の

政
府
間
交
渉
の
経
緯
」
、
「
消
費
税
増
税
と

国
内
自
動
車
販
売
台
数
の
推
移
」
、
「
自
動

車
関
係
諸
税
の
概
要
」
等
に
つ
い
て
の
講

演
。

大
分
県
農
業
委
員
研
修
大
会

（
別
府
市
）

平
成
27
年
1
月
23
日

　
「
地
方
が
主
役
と
な
っ
て
、
各
分
野
の

人
々
が
各
政
策
を
考
え
る
。
そ
う
す
る
事
に

よ
っ
て
、
休
耕
地
を
活
か
し
た
産
業
政
策
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
」
と
挨
拶
。

自
動
車
総
連
大
分
地
協

「
政
策
勉
強
会
」（
大
分
市
）

平
成
27
年
1
月
23
日

　
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
「
T
P
P
の
現

状
」
、
「
民
主
党
代
表
選
」
、
「
大
分
県
内

の
活
性
化
」
に
つ
い
て
講
演
。

「
安
信
会（
足
立
信
也
後
援
会
）」総
会

（
大
分
市
）

平
成
27
年
2
月
15
日
　

　
平
成
26
年
の
活
動
報
告
と
、
平
成
27
年
の

活
動
計
画
が
提
案
さ
れ
、
全
員
の
拍
手
に
よ

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

参
地
ネ
ッ
ト
in
大
分（
大
分
市
）

平
成
27
年
2
月
15
日

　
7
年
ぶ
り
に
大
分
で
開
催
さ
れ
、

2
0
0
4
年
7
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
（
選

挙
区
）
に
初
当
選
を
果
た
し
た
足
立
と
、
同

期
8
名
の
国
会
議
員
が
一
堂
に
会
し
、
「
対

話
集
会
」
。

「
夢
を
追
っ
て
、藻
類
と
と
も
に

歩
み
、未
来
を
育
む
」（
大
分
市
）

平
成
27
年
5
月
16
日

　
大
分
　
ス
ー
パ
ー
　
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
（
O
S
S
）
の
科
学
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
で
あ
る
大
分
舞
鶴
高

校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
親
交
の
あ
る
藻
類

研
究
の
世
界
的
権
威
で
あ
る
筑
波
大
学
生
命

環
境
科
学
研
究
科
教
授
　
渡
邉
信
先
生
を
講

師
に
招
請
し
ま
し
た
。

「
新
し
い
専
門
医
制
度
」実
施
に

あ
た
っ
て
の
課
題（
大
分
市
）

平
成
27
年
5
月
17
日

　
大
分
大
学
医
学
部
に
お
い
て
、
日
本
専
門

医
機
構
理
事
長
　
池
田
康
夫
先
生
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
医
療
学
講
座
か
ら
講

師
紹
介
の
依
頼
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
の
審

議
会
等
で
か
ね
て
か
ら
交
流
の
深
い
池
田
先

生
を
招
請
し
ま
し
た
。

第
44
回
博
愛
会
交
歓
会（
大
分
市
）

平
成
27
年
5
月
24
日

　
来
賓
と
し
て
参
加
。

上
戸
次
小
学
校

校
内
キ
ャ
ン
プ（
大
分
市
）

平
成
27
年
7
月
25
日

　
夏
恒
例
の
校
内
キ
ャ
ン
プ
が
開
か
れ
児

童
、
保
護
者
、
小
学
校
に
関
わ
る
地
域
の
方

が
参
加
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ア
ー
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
25
回
少
年
サ
ッ
カ
ー
三
重
交
流

大
会（
豊
後
大
野
市
）

平
成
27
年
7
月
26
日

　
大
会
顧
問
と
し
て
、
公
務
の
あ
っ
た
宇
佐

市
か
ら
、
試
合
会
場
の
「
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
み
え
」
ま
で
直
行
し
、
観
戦
。

別
府
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
5

開
会
式（
別
府
市
）

平
成
27
年
8
月
22
日

　
朝
日
健
太
郎
選
手
（
現
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
選

手
・
元
全
日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
）

と
話
す
機
会
が
あ
り
、
戸
次
人
（
へ
つ
ぎ
ん

し
）
が
主
催
す
る
大
野
川
河
川
敷
で
毎
年
行

わ
れ
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
を
紹
介
。

第
4
回
安
信
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
5
日

参
加
者
　
1
9
8
名

※
個
人
優
勝
　
小
野
さ
ん

※
団
体
優
勝
　
佐
藤
さ
ん
　
長
尾
さ
ん

　
　
　
　
　
　
永
松
さ
ん

第
35
回
関
の
鯛
つ
り
お
ど
り
大
会

（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
12
日

　
1
1
3
0
人
の
踊
り
手
（
22
団
体
）
と
、

多
く
の
見
物
客
が
参
加
。

上
戸
次
小
学
校
秋
季
大
運
動
会

相
撲
大
会（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
20
日

　
来
賓
挨
拶
の
中
で
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

が
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会

で
、
強
豪
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
歴
史
的
勝
利
を

挙
げ
た
事
を
話
し
、
何
事
も
最
後
ま
で
諦
め

ず
に
頑
張
り
ぬ
い
て
下
さ
い
と
児
童
を
激

励
。

民
主
党
岡
田
代
表
来
県（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
21
日

　
大
分
市
フ
ォ
ー
ラ
ス
前
で
街
頭
演
説
を
行

い
ま
し
た
。
衆
議
院
議
員
岡
田
克
也
民
主
党

代
表
が
、
足
立
信
也
応
援
の
た
め
に
民
主
党

本
部
か
ら
駆
け
つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

参
議
院
議
員「
足
立
信
也
と
語
る
会
」

「
平
成
26
年
」

9
月
17
日
　
連
合
大
分
地
協

9
月
18
日
　
連
合
大
分
北
部
地
協

　
　
　
　
　
中
津
地
区
協
議
会

9
月
26
日
　
連
合
大
分
東
部
地
協

「
平
成
27
年
」

5
月
30
日
　
連
合
大
分
（
P
W
・
P
Y
）

5
月
30
日
　
日
田
市
天
瀬
地
区

6
月
20
日
　
大
分
市
下
郡
地
区

7
月
11
日
　
津
久
見
市
青
江
地
区

7
月
18
日
　
大
分
市
坂
ノ
市
地
区

7
月
25
日
　
女
性
社
会
保
険
労
務
士

9
月
19
日
　
日
田
市
高
瀬
地
区

5月30日　日田市天瀬地区 5月30日　連合大分
（PW女性委員会・PY青年委員会）

7月11日　津久見市青江地区 6月20日　大分市下郡地区

7月25日　女性社会保険労務士 7月18日　大分市坂ノ市地区

9月19日　日田市高瀬地区

活
動
報
告
in
大
分

足立信也と語る会
参加者の皆さんと
記念撮影

足立信也と語る会
参加者の皆さんと
記念撮影

信足立信也Shin
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阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
指
定

80
周
年
記
念
式
典（
九
重
町
）

平
成
26
年
10
月
4
日

　
「
人
間
は
自
然
に
対
し
て
も
っ
と
謙
虚
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
挨
拶
。

第
9
回
大
野
川
合
戦
ま
つ
り

（
大
分
市
）

平
成
26
年
11
月
8
日

　
開
会
式
で
大
会
関
係
者
と
揃
い
の
法
被

（
は
っ
ぴ
）
を
着
用
し
、
餅
ま
き
。

自
動
車
問
題
政
策
研
究
会

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム（
中
津
市
）

平
成
26
年
11
月
16
日

　
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
『
T
P
P
（
車
体

課
税
と
車
社
会
）
』
と
題
し
て
「
T
P
P
の

政
府
間
交
渉
の
経
緯
」
、
「
消
費
税
増
税
と

国
内
自
動
車
販
売
台
数
の
推
移
」
、
「
自
動

車
関
係
諸
税
の
概
要
」
等
に
つ
い
て
の
講

演
。

大
分
県
農
業
委
員
研
修
大
会

（
別
府
市
）

平
成
27
年
1
月
23
日

　
「
地
方
が
主
役
と
な
っ
て
、
各
分
野
の

人
々
が
各
政
策
を
考
え
る
。
そ
う
す
る
事
に

よ
っ
て
、
休
耕
地
を
活
か
し
た
産
業
政
策
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
」
と
挨
拶
。

自
動
車
総
連
大
分
地
協

「
政
策
勉
強
会
」（
大
分
市
）

平
成
27
年
1
月
23
日

　
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
「
T
P
P
の
現

状
」
、
「
民
主
党
代
表
選
」
、
「
大
分
県
内

の
活
性
化
」
に
つ
い
て
講
演
。

「
安
信
会（
足
立
信
也
後
援
会
）」総
会

（
大
分
市
）

平
成
27
年
2
月
15
日
　

　
平
成
26
年
の
活
動
報
告
と
、
平
成
27
年
の

活
動
計
画
が
提
案
さ
れ
、
全
員
の
拍
手
に
よ

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

参
地
ネ
ッ
ト
in
大
分（
大
分
市
）

平
成
27
年
2
月
15
日

　
7
年
ぶ
り
に
大
分
で
開
催
さ
れ
、

2
0
0
4
年
7
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
（
選

挙
区
）
に
初
当
選
を
果
た
し
た
足
立
と
、
同

期
8
名
の
国
会
議
員
が
一
堂
に
会
し
、
「
対

話
集
会
」
。

「
夢
を
追
っ
て
、藻
類
と
と
も
に

歩
み
、未
来
を
育
む
」（
大
分
市
）

平
成
27
年
5
月
16
日

　
大
分
　
ス
ー
パ
ー
　
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
（
O
S
S
）
の
科
学
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
で
あ
る
大
分
舞
鶴
高

校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
親
交
の
あ
る
藻
類

研
究
の
世
界
的
権
威
で
あ
る
筑
波
大
学
生
命

環
境
科
学
研
究
科
教
授
　
渡
邉
信
先
生
を
講

師
に
招
請
し
ま
し
た
。

「
新
し
い
専
門
医
制
度
」実
施
に

あ
た
っ
て
の
課
題（
大
分
市
）

平
成
27
年
5
月
17
日

　
大
分
大
学
医
学
部
に
お
い
て
、
日
本
専
門

医
機
構
理
事
長
　
池
田
康
夫
先
生
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
医
療
学
講
座
か
ら
講

師
紹
介
の
依
頼
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
の
審

議
会
等
で
か
ね
て
か
ら
交
流
の
深
い
池
田
先

生
を
招
請
し
ま
し
た
。

第
44
回
博
愛
会
交
歓
会（
大
分
市
）

平
成
27
年
5
月
24
日

　
来
賓
と
し
て
参
加
。

上
戸
次
小
学
校

校
内
キ
ャ
ン
プ（
大
分
市
）

平
成
27
年
7
月
25
日

　
夏
恒
例
の
校
内
キ
ャ
ン
プ
が
開
か
れ
児

童
、
保
護
者
、
小
学
校
に
関
わ
る
地
域
の
方

が
参
加
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ア
ー
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
25
回
少
年
サ
ッ
カ
ー
三
重
交
流

大
会（
豊
後
大
野
市
）

平
成
27
年
7
月
26
日

　
大
会
顧
問
と
し
て
、
公
務
の
あ
っ
た
宇
佐

市
か
ら
、
試
合
会
場
の
「
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
み
え
」
ま
で
直
行
し
、
観
戦
。

別
府
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
5

開
会
式（
別
府
市
）

平
成
27
年
8
月
22
日

　
朝
日
健
太
郎
選
手
（
現
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
選

手
・
元
全
日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
）

と
話
す
機
会
が
あ
り
、
戸
次
人
（
へ
つ
ぎ
ん

し
）
が
主
催
す
る
大
野
川
河
川
敷
で
毎
年
行

わ
れ
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
を
紹
介
。

第
4
回
安
信
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
5
日

参
加
者
　
1
9
8
名

※
個
人
優
勝
　
小
野
さ
ん

※
団
体
優
勝
　
佐
藤
さ
ん
　
長
尾
さ
ん

　
　
　
　
　
　
永
松
さ
ん

第
35
回
関
の
鯛
つ
り
お
ど
り
大
会

（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
12
日

　
1
1
3
0
人
の
踊
り
手
（
22
団
体
）
と
、

多
く
の
見
物
客
が
参
加
。

上
戸
次
小
学
校
秋
季
大
運
動
会

相
撲
大
会（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
20
日

　
来
賓
挨
拶
の
中
で
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

が
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会

で
、
強
豪
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
歴
史
的
勝
利
を

挙
げ
た
事
を
話
し
、
何
事
も
最
後
ま
で
諦
め

ず
に
頑
張
り
ぬ
い
て
下
さ
い
と
児
童
を
激

励
。

民
主
党
岡
田
代
表
来
県（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
21
日

　
大
分
市
フ
ォ
ー
ラ
ス
前
で
街
頭
演
説
を
行

い
ま
し
た
。
衆
議
院
議
員
岡
田
克
也
民
主
党

代
表
が
、
足
立
信
也
応
援
の
た
め
に
民
主
党

本
部
か
ら
駆
け
つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

信足立信也 Shin
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豊肥地区サッカー協会　会長 佐藤昭生

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
指
定

80
周
年
記
念
式
典（
九
重
町
）

平
成
26
年
10
月
4
日

　
「
人
間
は
自
然
に
対
し
て
も
っ
と
謙
虚
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
挨
拶
。

第
9
回
大
野
川
合
戦
ま
つ
り

（
大
分
市
）

平
成
26
年
11
月
8
日

　
開
会
式
で
大
会
関
係
者
と
揃
い
の
法
被

（
は
っ
ぴ
）
を
着
用
し
、
餅
ま
き
。

自
動
車
問
題
政
策
研
究
会

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム（
中
津
市
）

平
成
26
年
11
月
16
日

　
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
『
T
P
P
（
車
体

課
税
と
車
社
会
）
』
と
題
し
て
「
T
P
P
の

政
府
間
交
渉
の
経
緯
」
、
「
消
費
税
増
税
と

国
内
自
動
車
販
売
台
数
の
推
移
」
、
「
自
動

車
関
係
諸
税
の
概
要
」
等
に
つ
い
て
の
講

演
。

大
分
県
農
業
委
員
研
修
大
会

（
別
府
市
）

平
成
27
年
1
月
23
日

　
「
地
方
が
主
役
と
な
っ
て
、
各
分
野
の

人
々
が
各
政
策
を
考
え
る
。
そ
う
す
る
事
に

よ
っ
て
、
休
耕
地
を
活
か
し
た
産
業
政
策
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
」
と
挨
拶
。

自
動
車
総
連
大
分
地
協

「
政
策
勉
強
会
」（
大
分
市
）

平
成
27
年
1
月
23
日

　
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
「
T
P
P
の
現

状
」
、
「
民
主
党
代
表
選
」
、
「
大
分
県
内

の
活
性
化
」
に
つ
い
て
講
演
。

「
安
信
会（
足
立
信
也
後
援
会
）」総
会

（
大
分
市
）

平
成
27
年
2
月
15
日
　

　
平
成
26
年
の
活
動
報
告
と
、
平
成
27
年
の

活
動
計
画
が
提
案
さ
れ
、
全
員
の
拍
手
に
よ

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

参
地
ネ
ッ
ト
in
大
分（
大
分
市
）

平
成
27
年
2
月
15
日

　
7
年
ぶ
り
に
大
分
で
開
催
さ
れ
、

2
0
0
4
年
7
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
（
選

挙
区
）
に
初
当
選
を
果
た
し
た
足
立
と
、
同

期
8
名
の
国
会
議
員
が
一
堂
に
会
し
、
「
対

話
集
会
」
。

「
夢
を
追
っ
て
、藻
類
と
と
も
に

歩
み
、未
来
を
育
む
」（
大
分
市
）

平
成
27
年
5
月
16
日

　
大
分
　
ス
ー
パ
ー
　
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
（
O
S
S
）
の
科
学
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
で
あ
る
大
分
舞
鶴
高

校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
親
交
の
あ
る
藻
類

研
究
の
世
界
的
権
威
で
あ
る
筑
波
大
学
生
命

環
境
科
学
研
究
科
教
授
　
渡
邉
信
先
生
を
講

師
に
招
請
し
ま
し
た
。

「
新
し
い
専
門
医
制
度
」実
施
に

あ
た
っ
て
の
課
題（
大
分
市
）

平
成
27
年
5
月
17
日

　
大
分
大
学
医
学
部
に
お
い
て
、
日
本
専
門

医
機
構
理
事
長
　
池
田
康
夫
先
生
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
医
療
学
講
座
か
ら
講

師
紹
介
の
依
頼
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
の
審

議
会
等
で
か
ね
て
か
ら
交
流
の
深
い
池
田
先

生
を
招
請
し
ま
し
た
。

第
44
回
博
愛
会
交
歓
会（
大
分
市
）

平
成
27
年
5
月
24
日

　
来
賓
と
し
て
参
加
。

上
戸
次
小
学
校

校
内
キ
ャ
ン
プ（
大
分
市
）

平
成
27
年
7
月
25
日

　
夏
恒
例
の
校
内
キ
ャ
ン
プ
が
開
か
れ
児

童
、
保
護
者
、
小
学
校
に
関
わ
る
地
域
の
方

が
参
加
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ア
ー
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
25
回
少
年
サ
ッ
カ
ー
三
重
交
流

大
会（
豊
後
大
野
市
）

平
成
27
年
7
月
26
日

　
大
会
顧
問
と
し
て
、
公
務
の
あ
っ
た
宇
佐

市
か
ら
、
試
合
会
場
の
「
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
み
え
」
ま
で
直
行
し
、
観
戦
。

別
府
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
5

開
会
式（
別
府
市
）

平
成
27
年
8
月
22
日

　
朝
日
健
太
郎
選
手
（
現
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
選

手
・
元
全
日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
）

と
話
す
機
会
が
あ
り
、
戸
次
人
（
へ
つ
ぎ
ん

し
）
が
主
催
す
る
大
野
川
河
川
敷
で
毎
年
行

わ
れ
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
を
紹
介
。

第
4
回
安
信
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
5
日

参
加
者
　
1
9
8
名

※
個
人
優
勝
　
小
野
さ
ん

※
団
体
優
勝
　
佐
藤
さ
ん
　
長
尾
さ
ん

　
　
　
　
　
　
永
松
さ
ん

第
35
回
関
の
鯛
つ
り
お
ど
り
大
会

（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
12
日

　
1
1
3
0
人
の
踊
り
手
（
22
団
体
）
と
、

多
く
の
見
物
客
が
参
加
。

上
戸
次
小
学
校
秋
季
大
運
動
会

相
撲
大
会（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
20
日

　
来
賓
挨
拶
の
中
で
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

が
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会

で
、
強
豪
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
歴
史
的
勝
利
を

挙
げ
た
事
を
話
し
、
何
事
も
最
後
ま
で
諦
め

ず
に
頑
張
り
ぬ
い
て
下
さ
い
と
児
童
を
激

励
。

民
主
党
岡
田
代
表
来
県（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
21
日

　
大
分
市
フ
ォ
ー
ラ
ス
前
で
街
頭
演
説
を
行

い
ま
し
た
。
衆
議
院
議
員
岡
田
克
也
民
主
党

代
表
が
、
足
立
信
也
応
援
の
た
め
に
民
主
党

本
部
か
ら
駆
け
つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

信足立信也Shin
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阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
指
定

80
周
年
記
念
式
典（
九
重
町
）

平
成
26
年
10
月
4
日

　
「
人
間
は
自
然
に
対
し
て
も
っ
と
謙
虚
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
挨
拶
。

第
9
回
大
野
川
合
戦
ま
つ
り

（
大
分
市
）

平
成
26
年
11
月
8
日

　
開
会
式
で
大
会
関
係
者
と
揃
い
の
法
被

（
は
っ
ぴ
）
を
着
用
し
、
餅
ま
き
。

自
動
車
問
題
政
策
研
究
会

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム（
中
津
市
）

平
成
26
年
11
月
16
日

　
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
『
T
P
P
（
車
体

課
税
と
車
社
会
）
』
と
題
し
て
「
T
P
P
の

政
府
間
交
渉
の
経
緯
」
、
「
消
費
税
増
税
と

国
内
自
動
車
販
売
台
数
の
推
移
」
、
「
自
動

車
関
係
諸
税
の
概
要
」
等
に
つ
い
て
の
講

演
。

大
分
県
農
業
委
員
研
修
大
会

（
別
府
市
）

平
成
27
年
1
月
23
日

　
「
地
方
が
主
役
と
な
っ
て
、
各
分
野
の

人
々
が
各
政
策
を
考
え
る
。
そ
う
す
る
事
に

よ
っ
て
、
休
耕
地
を
活
か
し
た
産
業
政
策
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
」
と
挨
拶
。

自
動
車
総
連
大
分
地
協

「
政
策
勉
強
会
」（
大
分
市
）

平
成
27
年
1
月
23
日

　
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
「
T
P
P
の
現

状
」
、
「
民
主
党
代
表
選
」
、
「
大
分
県
内

の
活
性
化
」
に
つ
い
て
講
演
。

「
安
信
会（
足
立
信
也
後
援
会
）」総
会

（
大
分
市
）

平
成
27
年
2
月
15
日
　

　
平
成
26
年
の
活
動
報
告
と
、
平
成
27
年
の

活
動
計
画
が
提
案
さ
れ
、
全
員
の
拍
手
に
よ

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

参
地
ネ
ッ
ト
in
大
分（
大
分
市
）

平
成
27
年
2
月
15
日

　
7
年
ぶ
り
に
大
分
で
開
催
さ
れ
、

2
0
0
4
年
7
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
（
選

挙
区
）
に
初
当
選
を
果
た
し
た
足
立
と
、
同

期
8
名
の
国
会
議
員
が
一
堂
に
会
し
、
「
対

話
集
会
」
。

「
夢
を
追
っ
て
、藻
類
と
と
も
に

歩
み
、未
来
を
育
む
」（
大
分
市
）

平
成
27
年
5
月
16
日

　
大
分
　
ス
ー
パ
ー
　
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
（
O
S
S
）
の
科
学
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
で
あ
る
大
分
舞
鶴
高

校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
親
交
の
あ
る
藻
類

研
究
の
世
界
的
権
威
で
あ
る
筑
波
大
学
生
命

環
境
科
学
研
究
科
教
授
　
渡
邉
信
先
生
を
講

師
に
招
請
し
ま
し
た
。

「
新
し
い
専
門
医
制
度
」実
施
に

あ
た
っ
て
の
課
題（
大
分
市
）

平
成
27
年
5
月
17
日

　
大
分
大
学
医
学
部
に
お
い
て
、
日
本
専
門

医
機
構
理
事
長
　
池
田
康
夫
先
生
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
医
療
学
講
座
か
ら
講

師
紹
介
の
依
頼
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
の
審

議
会
等
で
か
ね
て
か
ら
交
流
の
深
い
池
田
先

生
を
招
請
し
ま
し
た
。

第
44
回
博
愛
会
交
歓
会（
大
分
市
）

平
成
27
年
5
月
24
日

　
来
賓
と
し
て
参
加
。

上
戸
次
小
学
校

校
内
キ
ャ
ン
プ（
大
分
市
）

平
成
27
年
7
月
25
日

　
夏
恒
例
の
校
内
キ
ャ
ン
プ
が
開
か
れ
児

童
、
保
護
者
、
小
学
校
に
関
わ
る
地
域
の
方

が
参
加
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ア
ー
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
25
回
少
年
サ
ッ
カ
ー
三
重
交
流

大
会（
豊
後
大
野
市
）

平
成
27
年
7
月
26
日

　
大
会
顧
問
と
し
て
、
公
務
の
あ
っ
た
宇
佐

市
か
ら
、
試
合
会
場
の
「
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
み
え
」
ま
で
直
行
し
、
観
戦
。

別
府
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
5

開
会
式（
別
府
市
）

平
成
27
年
8
月
22
日

　
朝
日
健
太
郎
選
手
（
現
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
選

手
・
元
全
日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
）

と
話
す
機
会
が
あ
り
、
戸
次
人
（
へ
つ
ぎ
ん

し
）
が
主
催
す
る
大
野
川
河
川
敷
で
毎
年
行

わ
れ
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
を
紹
介
。

第
4
回
安
信
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
5
日

参
加
者
　
1
9
8
名

※
個
人
優
勝
　
小
野
さ
ん

※
団
体
優
勝
　
佐
藤
さ
ん
　
長
尾
さ
ん

　
　
　
　
　
　
永
松
さ
ん

第
35
回
関
の
鯛
つ
り
お
ど
り
大
会

（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
12
日

　
1
1
3
0
人
の
踊
り
手
（
22
団
体
）
と
、

多
く
の
見
物
客
が
参
加
。

上
戸
次
小
学
校
秋
季
大
運
動
会

相
撲
大
会（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
20
日

　
来
賓
挨
拶
の
中
で
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

が
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会

で
、
強
豪
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
歴
史
的
勝
利
を

挙
げ
た
事
を
話
し
、
何
事
も
最
後
ま
で
諦
め

ず
に
頑
張
り
ぬ
い
て
下
さ
い
と
児
童
を
激

励
。

民
主
党
岡
田
代
表
来
県（
大
分
市
）

平
成
27
年
9
月
21
日

　
大
分
市
フ
ォ
ー
ラ
ス
前
で
街
頭
演
説
を
行

い
ま
し
た
。
衆
議
院
議
員
岡
田
克
也
民
主
党

代
表
が
、
足
立
信
也
応
援
の
た
め
に
民
主
党

本
部
か
ら
駆
け
つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

支
援
者
か
ら
の

投
稿

　
今
の
政
治
は
、
う
ま
く
国
民
を
納
得

さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
安
保
法
案
の
審
議
で
は
、

政
府
は
ま
る
で
上
辺
だ
け
の
説
明
で
国

民
を
煙
に
巻
き
、
と
に
か
く
法
案
を
成

立
さ
せ
て
し
ま
お
う
と
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
で
も
、
私
た
ち
国
民
は
、
き

ち
ん
と
説
明
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
何

も
か
も
に
反
対
あ
り
き
で
は
な
い
は
ず

で
す
。
も
っ
と
議
論
の
あ
り
方
を
考
え

直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
情
的
な
面
は
抜

き
に
し
て
、
日
本
の
た
め
に
事
実
を
冷

静
に
積
み
上
げ
た
議
論
を
し
て
欲
し

い
。
そ
ん
な
議
論
が
出
来
れ
ば
、
安
保

法
案
や
他
の
法
案
も
も
っ
と
国
民
の
納

得
度
は
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　
国
は
私
た
ち
が
生
活
す
る
場
所
な
の

だ
か
ら
、
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
私
た

ち
国
民
も
国
の
こ
と
を
本
気
で
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
政

治
家
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
守

る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
国
民
が
国
を

誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
国
造
り
の
理
念

や
政
策
を
打
ち
出
し
て
欲
し
い
。

　
様
々
な
困
難
が
あ
り
ま
す
が
、
政
治

家
は
良
い
国
造
り
の
リ
ー
ダ
ー
。
是
非

そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
頂

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
大
分
市
40
代
女
性
）
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法務委員会 決算委員会 参議院本会議
・2015年7月24日（金）
　公職選挙法の一部を改正す
る法律案について代表質
問、採決
・2015年9月18日（金）
　山崎正昭参議院議長不信任
決議案の趣旨説明

・2015年6月22日（月）
　2013年度決算等の締めく
くり総括質疑
　（安倍総理出席、NHK）

・2015年4月7日（火）
　平成27年度一般会計予算、平成27年度特別
会計予算、平成27年度政府関係予算につい
て委嘱審査　
・2015年4月16日（木）
　矯正医官の兼業及び勤務時間の特例に関す
る法律案について質疑、可決

足立信也が議員立法を提出した法案

国会以外のその他の活動

○瀬戸内海環境保全特別措置法の一部を改正する法律
　【提出】2015年8月24日【成立】2015年9月25日
○法人税の一部改正する法律
　【提出】2015年3月20日（未了）

※ 「議員立法」とは・・・
　国会議員が発議者として法律案を国会に提出し、成立を目指すも
のです。日本では、この成立率はまだまだ低く、ほとんどの法律
案は内閣が提出し成立させていく（内閣立法）のが現状です。　

○2015年　1月30日（金）
　第7回政策フォーラム【講師：藻谷浩介氏】
○2015年　7月　9日（木）
　第12回政治家・足立信也と語る会
　【講師：元内閣総理大臣　野田佳彦　衆議院議員】
○2015年　7月15日（火）
　早稲田大学鵬志会主催「18歳投票権フォーラム」
○2015年　8月31日（月）
　ラグビーワールドカップ2015イングランド大会
　日本代表チーム壮行会
○2015年　9月14日（月）
　茨城県常総市のきぬ医師会病院
　復旧のお手伝い

8月24日（月）　法律案を参議院に提出

9月14日（月）きぬ医師会病院

6月22日（月）決算委員会

8月31日（月）　壮行会
日本代表ウィング
福岡堅樹選手（筑波大生）

7月24日（金）　参議院本会議

9月18日（金）　参議院本会議

in 東京
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厚生労働委員会政治倫理の確立及び
選挙制度に関する特別委員会

・2014年11月18日（火）
　危険ドラッグ対策法案について質疑
・2015年5月19日（火）、26日（火）
　持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康
保険法の一部を改正する法律案について質疑、採決
（安倍総理出席）

・2014年11月17日（月）
　地方公共団体の議会の議員及び町の選挙期日等の臨
時特例に関する法律案が可決
・2015年6月15日（月）
　公職選挙法等の一部を改正する法律案について質疑

国会での活動

4月16日（木）　法務委員会

5月19日（金）　厚生労働委員会

＜法律名＞ ＜法律内容＞

地方公共団体の議会の議員及
び町の選挙期日等の臨時特例
に関する法律

第18回統一地方選挙の期日を平成27年4月
12日に都道府県及び政令指定都市、4月26
日に市区町村に決定。

公職選挙法等の一部を改正す
る法律案

選挙権年齢を20歳から18歳に引き下げる。

公職選挙法の一部を改正する
法律案

「鳥取と島根」、「徳島と高知」を合区と
し、選挙区定数を「10増10減」する法律。

危険ドラッグ対策法案 危険ドラッグの販売や、広告規制が強化さ
れる。
※しかし、危険ドラッグの定義がない。

持続可能な医療保険制度を構
築するための国民健康保険法
の一部を改正する法律

医療保険制度の財政基盤の安定化、医療保
険の保険料に係る国民の負担に関する公平
の確保、医療保険の保険給付の対象となる
療養の範囲の適正化等の措置を講じるほ
か、患者の申出に基づき厚生労働大臣が定
める高度の医療技術を用いた療養を保険外
併用療養費の支給対象とする等の措置を講
じる。

法人税の一部改正する法律
（発議者）

国内法人のうち各事業年度終了の日におけ
る資本金の額等が百億円を超えるもの等に
ついて、その名称、確定申告等に記載され
た各事業年度の所得の金額及び法人税の額
等を公示。

矯正医官の兼業及び勤務時間
の特例に関する法律

矯正施設の医師不足解消のための法案。

瀬戸内海環境保全特別措置法
の一部を改正する法律
（発議者）

瀬戸内海の水質保全・管理、沿岸域の環境
の保全、再生及び創出、自然景観の保全等
を目標として、国、地方公共団体、地域の
関係者とともに住民の意見も踏まえ、「豊
かな瀬戸内海」を目指す。

足立信也が関わった法律の内容説明　　 
2014年10月～ 2015年9月

活 動 報 告

信足立信也 Shin
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足立信也と安心な日本を創る会
民主党大分県参議員選挙区 第1総支部

大分事務所  〒870－0816 大分市田室町１番８号
　　　　　　TEL（097）543－8484　FAX（097）543－8488

東京事務所　〒100-8962 東京都千代田区永田町2－1－1
　　　　　　　　　　　　参議院議員会館613号室
　　　　　　TEL 03-6550-0613 FAX 03-6551-0613
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足 立 信 也
大分事務所
足 立 信 也
大分事務所

足
　
立
　
信
　
也

参
議
院
議
員

医
学
博
士
　

2
0
1
5
年
10
月

個人会員を募集しています。（年会費　￥5,000）
事務所の運営費・　　　　　　　　　　　　の発行費・集会費等に充てます。皆様の入

会をお待ちしています。また更新時期をむかえられた方には手続きをお願

いしておりますので更新をよろしくお願い致します。

足立信也を知っていただくためのミニ集会を計画しています。少人数でも

かまいません、ご協力いただける方は、大分事務所までご連絡ください。

個人会員募集と更新のお願い

ミニ集会（見て聞いて知っちょくれ）開催のお願い

お　知　ら　せ

　
暑
い
夏
の
後
は
残
暑
の
厳
し
い
所
、
涼
し
い
所

と
改
め
て
日
本
が
細
長
い
国
土
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
た
夏
で
し
た
。
そ
の
夏
の
終
わ
り
に
、
今
年

も
ま
た
大
き
な
水
害
に
襲
わ
れ
た
地
域
が
あ
り
ま

し
た
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
改
め
ま
し
て
平
素
か
ら
の
皆
様

方
の
ご
支
援
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
暮
れ
の
総
選
挙
で
多
少
民
主
党
の
衆
議
院

議
員
は
増
え
た
と
は
い
え
、
3
年
前
に
比
べ
れ

ば
、
衆
議
院
は
1
／
3
、
参
議
院
は
1
／
2
で

す
。
そ
れ
で
も
野
党
第
1
党
と
し
て
野
党
の
対
応

を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
野
党
の
中
に

は
旧
自
民
、
親
自
民
の
会
派
も
多
く
、
議
会
運
営

は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
最
終

盤
、
労
働
者
派
遣
法
改
正
案
の
あ
た
り
か
ら
徐
々

に
野
党
と
し
て
統
一
的
な
対
応
が
生
ま
れ
始
め
、

安
全
保
障
法
案
の
審
議
で
は
5
党
の
野
党
統
一
行

動
が
と
ら
れ
、
他
の
野
党
3
党
は
自
民
党
の
補
完

勢
力
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
通
常
国
会
は
、
18
歳
選
挙
権
、
参
議
院
選
挙

制
度
改
革
、
医
療
保
険
制
度
改
革
（
国
民
健
康
保

険
を
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
へ
）
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
、
刑
事
訴
訟
法
、
労
働
者
派
遣
法
、
安
全
保
障

法
制
と
極
め
て
大
き
な
、
ま
た
戦
後
日
本
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
る
か
、
が
問
わ
れ
る
重
大
な
法
案
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
す
べ
て
に
触

れ
る
の
は
追
々
に
し
て
、
9
月
16
日
か
ら
19
日
ま

で
の
4
日
間
の
攻
防
を
記
憶
に
と
ど
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
安
全
保
障
関
連
法
案
は
特
別
委
員
会
で
審
議
す

る
重
要
広
範
議
案
で
す
。
特
別
委
員
会
は
各
国
会

開
会
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
、
本
特
別
委

員
会
は
7
月
24
日
の
本
会
議
で
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
重
要
広
範
議
案
は
通
常
、
次
の
順
序
で
進
み

ま
す
。
総
理
入
り
本
会
議
趣
旨
説
明
・
質
疑
↓
総

理
テ
レ
ビ
入
り
総
括
質
疑
↓
地
方
公
聴
会
（
2
か

所
）
↓
中
央
公
聴
会
↓
総
理
テ
レ
ビ
入
り
締
め
括

り
総
括
質
疑
↓
委
員
会
討
論
・
採
決
↓
本
会
議
委

員
会
報
告
・
討
論
・
採
決
で
す
。

　
し
か
し
、
政
府
与
党
は
こ
の
慣
例
を
覆
す
行
動

に
出
ま
し
た
。
ま
ず
9
月
15
日
に
中
央
公
聴
会
を

決
め
、
そ
の
後
、
総
理
テ
レ
ビ
入
り
締
め
括
り
総

括
質
疑
・
討
論
・
採
決
と
い
う
噂
が
広
が
り
ま
し

た
。
総
理
は
衆
議
院
で
の
質
疑
・
説
明
は
不
十

分
、
国
民
の
理
解
は
深
ま
っ
て
い
な
い
と
認
め
て

い
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
公
聴
会
を

割
愛
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
我
々
は
地
方
公
聴

会
の
開
催
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
当
然
で
す
。

そ
し
て
委
員
長
は
16
日
横
浜
で
の
地
方
公
聴
会
の

開
催
を
決
め
ま
し
た
が
、
同
時
に
横
浜
か
ら
帰
っ

た
後
の
総
理
テ
レ
ビ
入
り
締
め
括
り
総
括
質
疑
も

決
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
15
日
の
中
央
公
聴
会
の

公
述
人
6
人
中
4
人
が
安
全
保
障
関
連
法
案
は
憲

法
違
反
で
あ
る
、
廃
案
や
慎
重
審
議
を
望
む
、
と

意
見
陳
述
し
た
矢
先
で
す
。
16
日
の
地
方
公
聴
会

は
委
員
派
遣
で
す
。
特
別
委
員
会
委
員
の
半
分
足

ら
ず
し
か
派
遣

さ
れ
ず
、
そ
の

人
し
か
公
述
を

聞
い
て
い
ま
せ

ん
。

　
我
々
は
16
日

の
委
員
会
に
先

立
つ
理
事
会
の

開
会
を
認
め
、

そ
こ
で
、
締
め

括
り
総
括
質
疑

で
は
な
く
、
中

央
・
地
方
の
公

聴
会
の
公
述
人

の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
集
中
質
疑
を
求
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
与
党
は
我
々
が
理
事
会

お
よ
び
委
員
会
の
開
会
を
邪
魔
し
よ
う
と
画
策
し

て
い
る
と
勘
違
い
し
た
よ
う
で
す
。
理
事
会
は
16

日
18
時
30
分
頃
に
開
会
さ
れ
、
我
々
の
理
事
は
中

央
・
地
方
の
公
聴
会
の
公
述
人
の
意
見
を
反
映
さ

せ
た
集
中
質
疑
の
委
員
会
開
催
を
主
張
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
与
党
の
締
め
括
り
総
括
質

疑
の
主
張
と
相
い
れ
ず
、
17
日
午
前
3
時
50
分
に

鴻
池
委
員
長
の
決
定
で
、
5
時
間
後
の
8
時
50
分

に
理
事
会
を
再
開
す
る
こ
と
で
休
憩
に
な
り
ま
し

た
。
委
員
長
も
さ
す
が
に
公
聴
会
当
日
の
強
行
採

決
は
は
ば
か
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
我
々
は
8
時
30
分
に
集
合
し
ま
し
た
が
（
私
は

1
時
間
の
仮
眠
）
、
こ
れ
か
ら
理
事
を
理
事
会
に

送
り
出
す
と
い
う
時
に
驚
く
べ
き
情
報
が
入
り
ま

し
た
。
理
事
会
の
開
会
部
屋
が
委
員
会
室
の
方
に

変
更
さ
れ
、
与
党
の
理
事
が
そ
こ
に
集
ま
っ
て
い

る
と
い
う
の
で
す
。
私
は
理
事
会
室
に
行
き
ま
し

た
が
、
そ
こ
に
は
本
日
の
議
案
書
が
き
ち
ん
と
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
だ
ま
し
討
ち
」
で
す
。
当

日
の
看
板
架
け
替
え
の
様
子
は
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ

ま
し
た
。
委
員
長
が
強
引
に
委
員
会
開
会
を
宣
言

し
た
こ
と
に
よ
り
、
我
々
は
委
員
長
不
信
任
案
の

動
議
を
委
員
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
動
議
は
優
先
的
に
議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
委
員
長
に
不
信
任
案
が
出
さ
れ
た
以
上
、
議

事
を
進
行
す
る
暫
定
的
な
委
員
長
を
決
め
る
理
事

会
を
開
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
鴻

池
委
員
長
は
そ
の
任
に
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

佐
藤
理
事
（
ヒ
ゲ
の
）
に
委
員
長
を
委
嘱
す
る
と

発
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
委

員
長
に
は
そ
の
権
限
が
す
で
に
な
い
の
で
す
。

　
結
局
、
理
事
会
が
開
会
さ
れ
て
17
日
夕
刻
、
佐

藤
委
員
長
代
理
の
下
で
委
員
会
が
再
開
さ
れ
、
不

信
任
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
速
記
が
中

止
さ
れ
（
記
録
の
停
止
、
委
員
会
の
中
断
を
意
味

す
る
）
、
鴻
池
委
員
長
が
着
席
し
ま
し

た
。
総
理
は
退
席
し
ま
し
た
。
我
が
党
の

福
山
理
事
が
今
後
の
議
事
を
決
め
る
た
め

鴻
池
委
員
長
の
下
、
理
事
会
の
開
催
を
求

め
よ
う
と
委
員
長
席
に
近
づ
い
た
と
こ

ろ
、
委
員
で
は
な
い
自
民
党
議
員
が
大
量

に
委
員
長
を
取
り
囲
み
ま
し
た
。
あ
と
は

何
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
さ
っ
ぱ
り

わ
か
り
ま
せ
ん
。

議
事
録
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
速
記
が
中
止
さ

れ
た
以
降
、
再
開
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
記

録
係
の
感
想
が
カ
ッ

コ
書
き
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。
（
発
言
す

る
も
の
多
数
、
議
場

騒
然
、
聴
取
不

能
）
、
こ
れ
が
正
式

記
録
で
す
。
委
員
会

が
再
開
さ
れ
た
事
実

や
採
決
が
行
わ
れ
た

事
実
は
ど
こ
に
も
存

在
し
ま
せ
ん
。
委
員

は
質
問
権
、
討
論

権
、
評
決
権
を
い
ず

れ
も
奪
わ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
地
方

公
聴
会
の
派
遣
報
告

も
な
さ
れ
ず
、
特
別

委
員
会
の
委
員
に
は
公
聴
会
の
内
容
す
ら

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
後
で
親
し

い
自
民
党
の
議
員
に
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
打
ち
合
わ
せ
で
は
委
員
長
が
委
員

会
再
開
を
宣
言
し
、
派
遣
報
告
を
聞
い
た

後
、
委
員
長
席
を
取
り
囲
む
予
定
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
自
民
党
理
事
の
早
す
ぎ
た

「
行
動
指
示
」
に
よ
っ
て
前
代
未
聞
の
結

果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
憲
政
史
上

に
残
る
汚
点
で
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
中
川
議
事
運
営
委
員
長

は
本
会
議
を
開
会
し
、
安
全
保
障
関
連
法

案
を
緊
急
上
程
し
て
採
決
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
山
崎
議
長
は
委
員
会
で
の
法

案
採
決
、
附
帯
決
議
の
採
決
の
報
告
を
受

け
、
是
認
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
中
川
議

運
委
員
長
に
対
し

て
解
任
決
議
案
、

中
谷
防
衛
大
臣
に

対
し
て
問
責
決
議

案
、
山
崎
議
長
に

対
す
る
不
信
任
決

議
案
、
安
倍
内
閣

総
理
大
臣
に
対
す

る
問
責
決
議
案
、

鴻
池
委
員
長
に
対

す
る
解
任
決
議

案
、
衆
議
院
に
お

い
て
安
倍
内
閣
不

信
任
決
議
案
の
提

出
を
決
め
ま
し

た
。
山
崎
議
長
に

対
す
る
不
信
任
決

議
案
の
趣
旨
説
明

は
私
が
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

中
谷
防
衛
大
臣
に

対
す
る
問
責
決
議

案
の
採
決
ま
で
に

18
日
未
明
と
な
り
、
山
崎
議
長
に
対
す
る

不
信
任
決
議
案
は
18
日
午
前
10
時
か
ら
と

な
り
ま
し
た
（
私
は
2
時
間
の
仮
眠
）
。

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
に
対
す
る
問
責
決
議

案
の
採
決
の
後
、
衆
議
院
で
安
倍
内
閣
不

信
任
決
議
案
の
採
決
、
再
び
参
議
院
で
鴻

池
委
員
長
に
対
す
る
解
任
決
議
案
を
行

い
、
19
日
0
時
10
分
か
ら
安
全
保
障
関
連

法
案
の
討
論
、
採
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
初
、
「
15
日
に
も
」
と
言
わ
れ
た
本

会
議
採
決
は
19
日
ま
で
4
日
間
伸
び
ま
し

た
。
こ
の
間
、
連
日
国
会
周
囲
で
声
を
上

げ
続
け
ら
れ
た
老
・
壮
・
青
・
学
生
・
高

校
生
の
皆
さ
ん
に
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
彼
ら
は
こ
れ
が
真
の
民
主
主
義
の
ス

タ
ー
ト
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
7
月

15
日
、
早
稲
田
大
学
鵬
志
会
主
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
18
歳
投
票
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
民
主
党
代
表
と
し
て
参
加
し
た
際
、
学

生
の
一
人
が
こ
う
質
問
し
ま
し
た
。

「
我
々
は
政
治
に
参
加
す
る
責
任
が
あ
る

し
、
興
味
も
あ
る
。
し
か
し
、
学
生
時
代

の
政
治
活
動
が
就
職
試
験
に
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
が
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」
。

　
私
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。
「
50
年
近
く

前
、
学
生
運
動
が
国
民
に
嫌
悪
さ
れ
、
そ

の
後
タ
ブ
ー
と
な
っ
た
原
因
は
そ
の
結
末

の
悲
惨
さ
に
あ
る
。
自
ら
を
客
観
視
す
る

視
点
に
欠
け
、
組
織
の
維
持
と
い
う
内
向

き
の
方
向
に
走
り
、
そ
れ
は
殺
人
さ
え
伴

っ
た
。
し
か
し
、
初
期
の
こ
ろ
の
活
動
は

国
民
の
理
解
も
得
ら
れ
、
そ
の
後
の
日
本

の
中
心
人
物
も
多
い
。
何
の
た
め
に
自
分

は
行
動
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
視
点
を

常
に
持
て
ば
結
論
を
間
違
え
る
こ
と
は
な

い
と
思
う
し
、
企
業
も
そ
の
よ
う
な
人
物

を
重
要
視
す
る
は
ず
だ
」
。

シ
ー
ル
ズ
（SE

A
LD
s

：Students 
Em
ergency 

Action 
for 

Liberal 
Dem

ocracy - s 

）
の
行
動
が
我
々
の
み

な
ら
ず
同
世
代
の
学
生
や
若
者
に
責
任
感

と
勇
気
を
与
え
た
と
私
は
信
じ
た
い
。
そ

の
思
い
を
く
み
取
れ
る
政
治
家
で
あ
り
続

け
た
い
。

信足立信也Shin
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●
本
紙
は
、再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


